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◆
連
日
の
猛
暑
が
続
き
、
昨

年
多
く
の
方
が
発
症
さ
れ
た

熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
時
期

を
迎
え
ま
し
た
。

　
さ
て
、
６
月
議
会
に
は
執

行
部
提
案
の
各
議
案
の
ほ
か

に
、
集
団
的
自
衛
権
の
是
非

を
巡
る
陳
情
が
出
さ
れ
、
白

熱
し
た
論
戦
が
戦
わ
れ
ま
し

た
。

　
南
部
町
議
会
に
は
議
決
権

の
な
い
事
項
で
は
あ
る
も
の

の
、
全
国
民
に
多
大
な
影
響

が
及
び
、
日
本
の
今
後
の
国

と
し
て
の
方
向
性
を
定
め
る

重
大
事
と
し
て
、
南
部
町
議

会
の
意
思
が
問
わ
れ
た
も
の

で
し
た
。

　
審
査
の
内
容
は
本
報
に
記

載
の
通
り
で
し
た
が
、
多
く

の
議
員
が
採
決
の
直
前
ま
で

悩
ん
だ
末
、
賛
成
５
人
、
反

対
７
人
、
棄
権
１
人
と
僅
差

で
不
採
択
と
の
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
短
期
間
の
定
例
議

会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
議

員
と
し
て
の
、
議
会
採
決
に

臨
ん
で
の
一
票
の
重
み
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
議
会
と
な
り

ま
し
た
。
　
（
景
山
）

なつかしの
　我が校舎
　小学校の思い出
　私は昭和27年に入学をしました。
今の団塊世代ですので、全校で120人
くらいの生徒数であったと思います。
写真の通り小さな学校で一学年１ク
ラスでしたので、六年間過ごした同
級生や先輩・後輩は今でも相談相手
であり、私の支えとなっていただい
ています。
　小学校では裏庭の景観から山水のような池と滑り台など遊び場で、早くから家（八金）を出て学校で遊
ぶことが楽しみでした。
　遠足は私の近く「金華山」に登ることが定番でした。私は帰りにそのまま家に帰ることが出来たので、
同級生から羨ましく“さよなら”を言った思い出が一番に残っています。今では学校も牛舎になっていますが、
昔の面影を通るたびに見えるのは、幸せなことだと思っています。

山田　繁さん 談

　
南
部
町
の
会
見
地
域
で
は
果
樹
の
生
産
が
盛
ん
で

す
。
中
で
も
富
有
柿
は
生
産
量
が
平
成
23
年
度
約
３
百

ト
ン
で
西
日
本
一
の
生
産
量
・
出
荷
額
を
誇
っ
て
お

り
、
山
際
や
田
園
地
帯
の
中
に
管
理
の
行
き
届
い
た
柿

畑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
ふ
ー
く
ん
」
・
「
ゆ
ー
ち
ゃ
ん
」
も
、
こ
の

町
の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る
富
有
柿
に
ち
な
ん
だ
も

の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
果
実
に
育
つ
新
芽
が
出
始
め
た
今
年
４

月
、
近
年
ま
れ
に
み
る
霜
害
が
柿
畑
を
襲
い
ま
し
た
。

写
真
の
畑
の
柿
の
木
に
も
例
年
で
あ
れ
ば
ピ
ン
ポ
ン
玉

大
の
小
さ
な
柿
の
実
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
た
は
ず
で

し
た
が
、
霜
に
よ
っ
て
落
ち
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
ほ

と
ん
ど
実
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
被
害
総
額
は
約
３
千
万
円
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
柿

園
経
営
へ
の
打
撃
や
、
今
後
の
事
業
継
続
に
大
き
な
影

を
落
と
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
部
町
で
は
鳥
取
県
と
も
協
調
し
な
が
ら
農
家
へ
の

支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
進
ん
だ

被
害
の
防
止
支
援
や
減
収
対
策
な
ど
で
農
家
の
生
産
意

欲
を
で
き
る
だ
け
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
町
の
特
産

品
を
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
緑
が
眩
し
い 

霜
害
の
柿
畑
』

ま
ぶ

緑が眩しい
　霜害の柿畑
緑が眩しい
　霜害の柿畑
緑が眩しい
　霜害の柿畑
緑が眩しい
　霜害の柿畑

まぶまぶまぶまぶ

東長田小学校 
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一般質問●

小
・
中
一
貫
教
育

Q
取
り
組
み
の
現
状
を
問
う

A
一
環
す
る
教
育
課
程
の
充
実
を
図
る

杉
谷
早
苗
議
員

教
育
長

　
教
育
振
興
基

本
計
画
が
策
定

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

小
・
中
一
貫
教
育
の
取

り
組
み
も
進
め
ら
れ
て

お
り
、
折
に
触
れ
質
問

も
し
て
き
た
。
改
め
て

取
り
組
み
の
状
況
を
問

う
。

　
小
・
中
一
貫

教
育
の
目
的
と

し
て
は
、
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
の
未
然
防
止
は
当
然

だ
が
、
小
・
中
学
校
間

の
教
職
員
の
人
的
交
流

を
促
進
し
、
相
互
の
学

力
観
や
指
導
観
、
評
価

観
の
共
有
化
を
図
る
と

と
も
に
、
相
互
の
違
い

を
認
め
合
い
、
学
び
あ

い
な
が
ら
、
義
務
教
育

９
年
間
の
ス
パ
ン
の
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
る
。

　
義
務
教
育
六
・
三
制

の
学
制
変
更
を
伴
う

小
・
中
一
環
に
つ
い
て

は
教
育
特
区
と
し
て
の

実
施
が
認
め
ら
れ
て
い

る
が
、
本
町
で
は
当
面
、

区
分
し
直
す
の
で
は
な

く
、
ま
ず
は
滑
ら
か
な

接
続
の
た
め
の
系
統
性

を
重
視
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
授
業
の

相
互
参
観
や
小
・
中
連

携
推
進
の
研
修
会
、
教

科
ご
と
の
情
報
交
換
等

を
行
い
な
が
ら
、
一
貫

す
る
教
育
課
程
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
小
・
中
間
で
の

教
員
人
事
交
流
に
よ
り

新
し
い
発
見
が
あ
り
、

き
わ
め
て
有
意
義
で
あ

っ
た
と
報
告
を
受
け
て

い
る
。

　
当
面
の
目
標
は
小
・

中
が
融
合
し
た
九
年
間

の
教
育
活
動
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
制

度
の
上
に
展
開
し
、
加

え
て
、
保
小
連
携
の
強

化
に
よ
り
本
町
教
育
振

興
基
本
計
画
に
掲
げ
る

子
供
の
育
成
に
迫
っ
て

い
け
る
も
の
と
確
信
し

て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

　あ
い
の
わ
銀
行
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柿
・
梨
の
霜
害

Q
町
の
積
極
的
な
支
援
を

A
県
の
制
度
に
上
乗
せ
を
行
う

米
澤
睦
雄
議
員

町
長

　
4
月
15
日
発

生
の
降
霜
被
害

に
つ
い
て
県
の
緊
急
支

援
事
業
で
は
、
経
営
規

模
が
5
a
以
上
で
３
割

以
上
の
収
量
減
が
見
込

ま
れ
る
栽
培
農
家
を
対

象
に
行
う
緊
急
防
除
に

要
す
る
経
費
補
助
と
し

て
３
分
の
１
を
支
援
す

る
と
し
て
い
る
。
更
に

町
か
ら
の
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。
ま
た
、
３

割
未
満
の
収
量
減
で
も

経
営
面
積
が
大
規
模
な

農
家
に
は
支
援
が
必
要

で
あ
る
。
来
年
度
以
降

も
霜
害
の
可
能
性
が
見

込
ま
れ
る
が
、
霜
害
を

少
な
く
す
る
対
策
と
し

て
の
施
設
整
備
等
の
積

極
的
な
指
導
・
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

　
県
は
３
割
以

上
の
収
量
減
が

見
込
ま
れ
る
農
家
の
緊

急
防
除
に
10
ａ
当
た
り

１
３
０
０
円
を
助
成
す

る
。
町
は
、
昨
年
の
ひ

ょ
う
害
の
と
き
と
同
様

に
こ
の
制
度
に
上
乗
せ

を
行
い
、
農
家
の
負
担

軽
減
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
３
割
と
い
う

ひ
と
つ
の
区
切
り
が
あ

る
が
、
農
家
の
個
々
の

実
情
を
聞
い
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。
現
在
、

県
で
は
、
燃
焼
法
や
防

霜
フ
ァ
ン
の
設
置
な
ど
、

霜
対
策
に
関
す
る
施
設

な
ど
の
導
入
に
つ
い
て

助
成
制
度
を
検
討
中
で

あ
る
。
町
も
、
県
が
示

す
対
策
と
協
調
し
な
が

ら
被
害
を
受
け
た
農
家

へ
の
支
援
を
進
め
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

　公
民
館
の
運
営
に
つ
い
て

定例会報告●

6月議会一般会計補正予算
一般
会計

すみれ保育園新築事業・コミュニティ助成事業等

2億2,013万1,000円の補正予算を可決

回答

質問

★すみれ保育園新築事業
　　　　　　……1億6,828万円
　電気・機械整備工事　建築確認申請費用等

「緑の産業再生プロジェクト」以外の補助金
はなかったのか。

支援センター
に対しての補
助金はあった
が、「緑の再生
プロジェクト」
の方が条件が
よかった。

★結婚支援事業……………19万円
　少子化対策を反映させるため同窓
会を町内で開催した場合、経費の
一部を補助する事業

回答

質問

★コミュニティ助成事業………480万円
　上阿賀区（公園広場に遊具の設置）、御内谷区
（公民館に災害時関連備品の設置）への設備等の
整備を図る事業

毎年この事業の補助が町にあるのか。

申請を出しても県にも事業の枠があり町
に毎年補助が実施されるものではない。

反対の意見

予算・決算常任委員会の意見

賛成の意見

10周年記念事業として花火への補助が計上されて
いるが、費用対効果が不確実、安易な補助はするべ
きではないと考え反対する。

一般会計補正予算にすみれ保育園新築事業として、工事請負費が1億9,415万8,000円計上されている。
この工事費の内容は、電気設備工事、機械設備工事、プール設置工事、構内付帯工事である。
3月議会で示された26年度の当初予算でこの工事費は計上すべきであった。
（3月議会では建築費4億3,092万6,000円が予算として計上されている。）
財源の確保、工事の発注時期等、単なるミスではすまない問題も生ずると考える。事業に対しては十分な
精査をし、予算の計上をすべきであるとの意見を付した。

主 な 事 業

回答

質問

★なんぶ町民花火大会………100万円
　合併10周年を記念し従来寄付金のみでおこなって
いる花火大会へ補助金の交付

例年どのぐらいの予算でおこなっている
のか。又、参加者の数は。

25年度は全額寄付で約250万円。参加者
は5,500名ぐらい。

33の事業がある。それぞれの事業は町民生活にと
って必要である。花火大会も町内外から楽しみにさ
れているイベントであり賛成する。

杉
谷

教
育
長

米
澤

町
長

キャプション

南部町教育振興基本計画

実付きの悪い柿の木
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一般質問●

災
害
対
策

Q
危
機
管
理
体
制
は

A
人
命
最
優
先
を
念
頭
に

白
川
立
真
議
員

町
長

　
近
年
は
、
異

常
気
象
に
よ
る

豪
雨
災
害
や
地
震
災
害

の
被
害
が
顕
著
で
あ
る
。

　
当
町
に
お
い
て
、
一

定
規
模
以
上
（
震
度
六

弱
以
上
）
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
人
命
救

助
の
手
段
と
し
て
ど
の

よ
う
な
策
を
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
豪
雨
災

害
に
お
い
て
、
町
民
へ

の
避
難
周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
う
か
伺
う
。

　
大
規
模
地
震

が
発
生
し
た
場

合
、
人
命
最
優
先
を
念

頭
に
、
全
職
員
を
も
っ

て
対
処
を
行
う
大
規
模

地
震
体
制
を
と
る
。
ま

た
町
単
独
で
は
十
分
な

対
応
が
で
き
な
い
事
も

予
想
さ
れ
る
た
め
、
県

内
外
自
治
体
と
の
相
互

応
援
を
締
結
し
て
お
り
、

被
災
者
の
救
出
や
飲
料

水
・
食
料
な
ど
の
供
給

体
制
を
図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
防
災
機
関
、

自
衛
隊
な
ど
に
対
し
て

応
援
要
請
を
行
い
、
迅

速
で
的
確
な
災
害
時
対

応
を
図
る
。

　
豪
雨
災

害
に
つ
い

て
は
、
気

象
庁
の
発

表
す
る
大

雨
警
報
や

数
十
年
に

一
度
の
降

雨
量
が
予

想
さ
れ
る

特
別
警
報

な
ど
の
情

報
を
基
に
、

警
戒
本
部
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
す
る
。

　
町
民
へ
の
周
知
方
法

に
つ
い
て
は
、
防
災
無

線
に
よ
る
一
斉
放
送
、

ま
た
、
町
内
に
お
ら
れ

る
方
が
自
動
的
に
受
信

で
き
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル

で
の
避
難
勧
告
な
ど
の

情
報
発
信
を
行
う
。

少
子
化
対
策

Q
町
独
自
の
工
夫
は

A
数
値
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
む

景
山  

浩
議
員

町
長

　
「
日
本
創
世

会
議
」
が
消
滅

可
能
性
市
町
村
を
公
表

し
た
。
わ
が
南
部
町
も

２
０
４
０
年
に
は
出
産

適
齢
女
性
の
人
口
が
現

在
よ
り
半
減
し
消
滅
の

可
能
性
あ
り
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　
本
年
度
少
子
化
・
人

口
減
少
対
策
に
我
が
町

で
も
初
め
て
体
系
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

た
。

　
原
因
や
ニ
ー
ズ
の
見

定
め
方
、
施
策
の
目
標
、

運
用
に
関
す
る
南
部
町

独
自
の
工
夫
等
を
問
う
。

　
南
部
町
の
人

口
は
本
年
３
月

の
１
万
１
４
４
１
人
か

ら
２
０
２
５
年
に
は
９

６
６
５
人
ま
で
減
少
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
の
原
因
は
出
生
数

の
減
少
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
昨
年

7
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
結
婚
支
援
、

出
産
・
子
育
て
支
援
、

暮
ら
し
や
す
さ
支
援
の

３
つ
を
柱
に
19

事
業
を
立
案
し

た
。
年
間
の
出

生
数
を
２
０
１

２
年
の
68
人
か

ら
20
人
増
や
す

数
値
目
標
を
掲

げ
た
。

　
全
体
的
な
運

用
面
で
は
、
説

明
会
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
新
聞
広
告
や

県
の
相
談
会
な
ど
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た

幅
広
い
広
報
を
工
夫
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
移
住
定
住
施

策
も
セ
ッ
ト
で
進
め
て

い
き
、
若
い
子
育
て
世

代
の
移
住
定
住
を
促
進

す
る
こ
と
で
少
子
化
対

策
の
効
果
も
上
が
っ
て

い
く
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

水
道
料
金

Q
一
般
会
計
の
繰
り
入
れ
を
求
め
る

A
財
政
の
安
定
と
町
民
負
担
を
考
慮
し
検
討 植

田  

均
議
員

町
長

　
現
時
点
で
簡

易
水
道
に
対
し
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
会

計
に
対
し
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
す
る

こ
と
に
国
、
県
の
理
解

が
必
要
と
の
答
弁
だ
が
、

根
拠
法
が
あ
る
か
。

　
地
方
公
営
企
業
法
第

３
条
で
法
律
の
目
的
を
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
し

て
い
る
。
こ
の
目
的
達

成
の
た
め
会
見
地
域
の

料
金
に
統
一
す
べ
き
だ
。

　
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
出
し

に
つ
い
て
は
、
町
単
独

で
行
う
場
合
何
ら
か
の

枠
組
み
を
設
け
る
考
え

だ
。
料
金
統
一
に
向
け

た
審
議
に
合
わ
せ
て
検

討
し
た
い
。

　
地
方
公
営
企
業
法
第

17
条
の
２
で
は
、
そ
の

性
質
上
企
業
の
経
営
に

伴
う
収
入
を
も
っ
て
充

て
る
こ
と
が
適
当
で
な

い
経
費
な
ど
に
つ
い
て

は
資
本
金
、
補
助
金
な

ど
の
方
法
に
よ
り
一
般

会
計
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
総
務
省
か
ら
基
準

が
通
知
さ
れ
る
。

　
料
金
統
一
は
、
財
政

収
支
の
安
定
と
い
う
目

的
を
除
外
し
て
料
金
改

定
は
あ
り
得
な
い
。
財

政
安
定
と
町
民
の
負
担

を
考
慮
し
検
討
す
る
。

水
道
料
金
問
題

Q
低
い
方
に
合
わ
せ
る
影
響
額
は

A
約
２
６
０
０
万
円
の
減

真
壁
容
子
議
員

町
長

　
今
回
の
改
定

で
、
西
伯
地
域

内
の
格
差
は
解
消
さ
れ

た
と
は
い
え
、
西
伯
・

会
見
の
料
金
統
合
が
課

題
に
あ
が
っ
て
い
る
。

統
合
を
理
由
の
引
き
上

げ
は
納
得
が
い
か
な
い

と
い
う
会
見
地
域
の
住

民
の
声
は
当
然
だ
。
同

時
に
「
い
つ
ま
で
格
差

を
続
け
る
の
か
」
と
高

料
金
を
負
担
し
て
い
る

西
伯
地
域
の
声
も
も
っ

と
も
だ
。

　
合
併
後
の
負
担
の
比

較
を
求
め
、
西
伯
の
料

金
体
系
を
会
見
に
あ
わ

せ
る
影
響
額
は
い
く
ら

か
問
う
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
で
、
西
伯
地
域

の
料
金
引
き
下
げ
で
会

見
地
域
に
合
わ
せ
る
こ

と
を
求
め
る
。

　
２
ヶ
月
で
40

㎥
使
用
の
一
般

家
庭
で
合
併
後
９
年
６

ヵ
月
の
負
担
総
額
は
、

西
伯
上
水
29
万
８
８
４

０
円
、
会
見
上
水
22
万

６
９
０
３
円
、
西
伯
簡

水
33
万
６
７
５
６
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
西
伯
地
区
の
料
金
体

系
を
会
見
地
区
に
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
る
影
響

額
は
年
間
２
６
０
０
万

円
の
減
額
と
試
算
し
て

い
る
。

　
合
併
後
料
金
統
一
が

大
き
な
町
の
課
題
に
な

っ
て
い
る
事
情
を
国
・

県
に
も
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

白
川

景
山

町
長

町
長

植
田

真
壁

町
長

町
長

すみれ保育園用地造成現場

上野調整池
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子
育
て
支
援
法

Q
関
連
法
の
条
例
提
案
は
い
つ
か

A
園
児
の
募
集
ま
で
に

亀
尾
共
三
議
員

町
長

　
３
月
議
会
答

弁
で
町
長
は
、

保
育
の
水
準
を
保
ち
、

民
営
化
は
進
め
な
い
と

明
言
し
た
。
国
が
計
画

し
て
い
る
子
ど
も
子
育

て
支
援
法
で
の
本
町
の

対
応
を
問
う
。

①
改
築
の
す
み
れ
保
育

園
は
、
認
定
子
ど
も

園
に
す
る
考
え
と
聞

く
が
他
の
３
園
と
の

違
い
は
ど
う
か
。

②
国
の
公
定
価
格
が
変

わ
っ
て
も
保
育
料
は

変
わ
ら
な
い
の
か
。

③
学
童
保
育
の
対
象
を

拡
げ
る
考
え
は
な
い

の
か
。

④
新
制
度
の
周
知
の
方

法
は
ど
う
か
。

⑤
関
連
の
町
条
例
は
い

つ
提
案
さ
れ
る
の
か
。

　
①
法
律
上
は

他
の
園
と
同

じ
児
童
福
祉
法
に
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
認
定
子
ど

も
園
と
な
れ
ば
幼
稚

園
機
能
も
併
せ
持
つ

こ
と
に
な
り
、
保
育

に
欠
け
な
い
子
ど
も

の
受
け
入
れ
も
出
来

る
事
に
な
る
。

②
国
の
基
準
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
世
帯
の

所
得
状
況
、
そ
の
他

事
情
を
勘
案
し
て
検

討
し
た
い
。

③
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
策
定
に
向

け
、
議
論
を
行
っ
て

お
り
、
ま
た
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

整
備
、
実
施
の
必
要

が
あ
る
か
を
推
計
し

検
討
し
た
い
。

④
保
護
者
の
説
明
会
の

持
ち
方
を
工
夫
し
た

い
。
広
報
に
よ
る
周

知
も
考
え
て
い
る
。

⑤
関
連
の
条
例
は
、
園

児
の
募
集
ま
で
に
提

案
し
た
い
。

5 月
日 会　議　・　行　事

会　議　・　行　事

1
7
8
9
13
14
15
19
21
23
24
25

南部老人クラブ連合会総会
米子市議会事務局視察受け入れ
すみれ保育園移転新築に伴う意見交換
鳥取県町村議会事務協議会役員会
松戸市行政視察受け入れ
第1回南部町人権会議役員会
鳥取県町村議会事務協議会総会
南部町人権会議総会
なんぶSANチャンネル総会
全員協議会、議会改革調査特別委員会、南部町商工会総会
会見小学校運動会
会見第二小学校運動会

日
26
27～28
28
29

議会運営委員会、西部広域行政管理組合議会臨時会
第39回町村議会議長・副議長研修会
シルバー人材センター総会
南部町大規模太陽光発電施設竣工式

会　議　・　行　事

会　議　・　行　事

日
9
12
13～20
21
23
28
30

南部・伯耆二町交流グランドゴルフ大会
老人クラブ連合会健康スポーツ大会
6月定例議会
西伯郡郡民体育大会陸上競技の部
交流の館H.  !.  N.  Tオープリングセレモニー
老人クラブ連合会女性部グランド・ゴルフ大会
鳥取県町村議会議長会定期総会

7 月
日
1～3
7
9
15
17～18
20
22
25
27
28

議会地方行政調査
コートジボワール行政視察受け入れ、広報調査特別委員会
羽村市行政視察受け入れ
広報調査特別委員会
森林環境保全税創設全国大会
原水爆禁止国民平和大行進
西部議長会臨時総会、南部町農業委員会
西部議長会正副議長局長研修会
西伯郡郡民体育大会水泳競技の部
鳥取県反核・平和の火リレー

議 会 活 動 日 誌

行政調査報告 7月1日から3日まで福祉、人口問題、地域振興の事例視察を目的として北海道の
美瑛町、東川町、滝川市の行政調査を行いました。

美 瑛 町 　近年、町の基幹産業である農業の畑作地帯が織りなす農村景観が「丘の町びえい」
として注目を集め、年間１５０万人の観光客が訪れる町であった。

少子化対策
　●小学校入学時に学用品、中学校入学時に指定の制服及びジャージ各１組を贈呈。
　●１５歳になった年度末までを対象に、医療費（通院・入院）の全額助成を行う。
　●学校給食の無償化など子育て世代を支援。

地域おこしとしての介護事業
　●町内を４圏域に分けて、地域密着型サービスの整備。今年度開設の小規模多機能型居宅介護施設には、地域
交流室や託児スペースなどを配置して、地域サロン機能を持たせる。

東 川 町 　北海道のほぼ中央に位置し、
「写真の町ひがしかわ」をキャッ
チフレーズに「写真甲子園」には
全国から多くの高校生が参加して
いる。特色ある人口施策を次々と
実施し北海道でも少ない人口増加
自治体となっている。

若者定住施策
●マイホーム建築支援事業として、町が緑を生かした宅地
を造成。「東川風住宅」の認定を受けた住宅に対して補助

●賃貸共同住宅建設等支援事業として、若者移住ニーズに
応えるため、民間アパート建築及び既存アパートの低家
賃化を推進。

●婚姻届・出産届に魅力ある町のオリジナルの台紙を採用。
地域振興
●木工業の地場産業の発展施策として、「生まれてくれて
ありがとう」の思いを託した世界でたった一つの椅子を
プレゼント。

●東アジア地域交流促進協議会事業として、台湾、韓国、
中国、タイなど発展著しい東アジアの学生を町内の専門
学校の空き教室や学生寮を活用して受け入れ。

滝 川 市
　石狩川と空知川に挟
まれた平野部に位置し、
土地はおおむね平坦で、
河岸段丘の平盤大地が
東側の丘陵地帯に続い
ている。

農業施策で６次産業化の推進
●滝川ならではの特徴ある農産物のブランド化を
進めるため、「滝川地産地消ふるさとづくり
協議会」と連携をし、農産物の直売イベント
の開催や親子で参加する収穫体験や料理教室
などを開催。
 また、地産地消に積極的に取り組む飲食店や加
工業者などを「たきかわ地産地消認定店」と
して認定し、地元食材の一層の利用拡大を図
る施策を実施。
 農産物の生産から商品化までの６次産業化を支
援し、農園食堂や農産加工グループも年々
増加。

《人口  １０，６９３ 人　　面積  ６７７．１６Ｋ㎡》

《人口  ７，８０３ 人　面積  ２４７．０６Ｋ㎡》 人口  ４２，１６３ 人
面積  １１５．８２Ｋ㎡

6 月

《 》

陳情・請願の審査結果

自治労鳥取県本部執行委員長
　　　　　　　本 川 博 孝
南部町職員労働組合
　　執行委員長　泉　潤  哉

提  出  者（敬称略） 採択結果 可否の理由

全員一致
採択

鳥取県憲法会議代表者
　　　　　　　浜 田 章 作

賛成少数
不採択

件名及び要旨
◉総務経済常任委員会

（賛成意見）
・国民世論でも集団的自衛権の件については異論が多い中で行
使容認は拙速だ。
・憲法重視するべき。
・国民投票で憲法を変える動きもあるので、正当な方法で行うべき。
（反対意見）
・集団的自衛権は、抑止力のためのものと思う。
・集団的自衛権については、「日本が世界に出ていくことができる
国へ」ということもあると思う。
・国会でも歯止めをかけると言っているので、防波堤的な要素と
思う。

地方財政の充実・強化を求める
陳情

「海外で戦争する国」にする集
団的自衛権の行使容認に反対
する意見書の提出を求める陳情

全日本年金者組合鳥取県西部支部
支部長　松本正孝
　紹介議員　植 田　  均

賛成少数
不採択

請願第１号
さらなる年金削減の中止を求め
る請願

（賛成意見）
地域経済の活性化のためにも年金削減は実施す
べきではない。
（反対意見） 特例水準の解消は当然。

全日本年金者組合鳥取県西部支部
支部長　松本正孝
　紹介議員　植 田　  均

賛成少数
不採択

請願第２号
「介護・医療総合確保法案」の
撤回を求める請願

（賛成意見）
一人一人に必要な介護や給付が行き届かないといけない。
（反対意見）
要支援者には市町村事業になっても今のサービスは維持できる。

鳥取県西伯郡南部町東町118-2
　岡 田 恵 子

全員一致
採択

陳情第３号
ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の
拡充を求める意見書の提出に関する陳情

公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会
　理事長　萩 原 耕 三

全員一致
採択

陳情第６号
「手話言語法」制定を求める意見
書の提出を求める陳情について

提  出  者（敬称略） 採択結果 可否の理由件名及び要旨
◉民生教育常任委員会

亀
尾

町
長

すみれ保育園

7 6

なんぶ議会だより 第39号 平成26年8月1日発行一般質問の詳細は、南部町立図書館において議会議事録をご覧下さい。



第39号

発行 平成26年8月1日
平成26年6月議会

◆
連
日
の
猛
暑
が
続
き
、
昨

年
多
く
の
方
が
発
症
さ
れ
た

熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
時
期

を
迎
え
ま
し
た
。

　
さ
て
、
６
月
議
会
に
は
執

行
部
提
案
の
各
議
案
の
ほ
か

に
、
集
団
的
自
衛
権
の
是
非

を
巡
る
陳
情
が
出
さ
れ
、
白

熱
し
た
論
戦
が
戦
わ
れ
ま
し

た
。

　
南
部
町
議
会
に
は
議
決
権

の
な
い
事
項
で
は
あ
る
も
の

の
、
全
国
民
に
多
大
な
影
響

が
及
び
、
日
本
の
今
後
の
国

と
し
て
の
方
向
性
を
定
め
る

重
大
事
と
し
て
、
南
部
町
議

会
の
意
思
が
問
わ
れ
た
も
の

で
し
た
。

　
審
査
の
内
容
は
本
報
に
記

載
の
通
り
で
し
た
が
、
多
く

の
議
員
が
採
決
の
直
前
ま
で

悩
ん
だ
末
、
賛
成
５
人
、
反

対
７
人
、
棄
権
１
人
と
僅
差

で
不
採
択
と
の
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
短
期
間
の
定
例
議

会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
議

員
と
し
て
の
、
議
会
採
決
に

臨
ん
で
の
一
票
の
重
み
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
議
会
と
な
り

ま
し
た
。
　
（
景
山
）

なつかしの
　我が校舎
　小学校の思い出
　私は昭和27年に入学をしました。
今の団塊世代ですので、全校で120人
くらいの生徒数であったと思います。
写真の通り小さな学校で一学年１ク
ラスでしたので、六年間過ごした同
級生や先輩・後輩は今でも相談相手
であり、私の支えとなっていただい
ています。
　小学校では裏庭の景観から山水のような池と滑り台など遊び場で、早くから家（八金）を出て学校で遊
ぶことが楽しみでした。
　遠足は私の近く「金華山」に登ることが定番でした。私は帰りにそのまま家に帰ることが出来たので、
同級生から羨ましく“さよなら”を言った思い出が一番に残っています。今では学校も牛舎になっていますが、
昔の面影を通るたびに見えるのは、幸せなことだと思っています。

山田　繁さん 談

　
南
部
町
の
会
見
地
域
で
は
果
樹
の
生
産
が
盛
ん
で

す
。
中
で
も
富
有
柿
は
生
産
量
が
平
成
23
年
度
約
３
百

ト
ン
で
西
日
本
一
の
生
産
量
・
出
荷
額
を
誇
っ
て
お

り
、
山
際
や
田
園
地
帯
の
中
に
管
理
の
行
き
届
い
た
柿

畑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
ふ
ー
く
ん
」
・
「
ゆ
ー
ち
ゃ
ん
」
も
、
こ
の

町
の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る
富
有
柿
に
ち
な
ん
だ
も

の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
果
実
に
育
つ
新
芽
が
出
始
め
た
今
年
４

月
、
近
年
ま
れ
に
み
る
霜
害
が
柿
畑
を
襲
い
ま
し
た
。

写
真
の
畑
の
柿
の
木
に
も
例
年
で
あ
れ
ば
ピ
ン
ポ
ン
玉

大
の
小
さ
な
柿
の
実
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
た
は
ず
で

し
た
が
、
霜
に
よ
っ
て
落
ち
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
ほ

と
ん
ど
実
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
被
害
総
額
は
約
３
千
万
円
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
柿

園
経
営
へ
の
打
撃
や
、
今
後
の
事
業
継
続
に
大
き
な
影

を
落
と
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
部
町
で
は
鳥
取
県
と
も
協
調
し
な
が
ら
農
家
へ
の

支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
進
ん
だ

被
害
の
防
止
支
援
や
減
収
対
策
な
ど
で
農
家
の
生
産
意

欲
を
で
き
る
だ
け
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
町
の
特
産

品
を
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
緑
が
眩
し
い 

霜
害
の
柿
畑
』

ま
ぶ

緑が眩しい
　霜害の柿畑
緑が眩しい
　霜害の柿畑
緑が眩しい
　霜害の柿畑
緑が眩しい
　霜害の柿畑

まぶまぶまぶまぶ

東長田小学校 

6月定例議会
一般質問ダイジェスト
陳情・請願の審査結果
行政調査報告
議会活動日誌
あとがき
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